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＊グリーンズ千葉・合宿報告 at 鴨川自然王国

／海岸環境を考える＠南房総

＊「限界集落からの新しい風！

地域マネーでつながる！棚田が輝く！」

～「鴨川地球生活楽校」主宰 林 良樹さんを訪ねて～

＊選挙ってなんだ ―今夏の参議院選挙に思う ―

＊イベント情報 ほか

◇◇◇◇ ドドドドキキキキュュュュメメメメンンンンタタタタリリリリーーーー「「「「ＳＳＳＳＡＡＡＡＹＹＹＹＡＡＡＡＭＭＭＭＡＡＡＡ」」」」 完完完完成成成成上上上上映映映映会会会会

見えない手錠をはずすまで ― 50年、無実を訴え続けている人がいる！

① 10月31日（木） 17：25～20：45 （16：30開場）

*石川 一雄・早智子夫妻からの挨拶／落合 恵子さん、やくみつるさん、金 聖雄監督のトークを予定

場所：日本教育会館 大ホール 千代田区一ツ橋2-6-2 Ｔｅｌ．03-3230-2833

② 11 月1日（金）、2日（土）、3日（日） 各1４：30～／18：00～ （開場は30分前）

*金 聖雄監監督より挨拶を予定

場所：ＹＭＣＡアジア青少年センター 千代田区猿楽町2-5-5 Ｔｅｌ．03-3233-0611

チケット （①②とも）：前売り 1,000円／当日 1,200円 （090-4606-9634 吉野）

◇◇◇◇ちちちちばばばばレレレレボボボボccccaaaaffffeeee ｖｖｖｖｏｏｏｏｌｌｌｌ．．．．2222 「「「「子子子子どどどどももももたたたたちちちちをををを放放放放射射射射能能能能かかかからららら守守守守るるるるたたたためめめめにににに」」」」

11月7日（木） 19：00～21：00（18：30開場）

ゲスト：増田薫さん（放射能から子どもを守ろう関東ネット代表）

場所：ainowa（アイノワ） 千葉市中央区弁天1-8-10 田中ビル１F Ｔｅｌ．043-285-1455

参加費：1,000円（オーガニックおむすび付き）＋飲み物オーダー（別料金）

申込み：chibarevo@gmail.com （ちばレボ事務局） ＦＡＸ 043-223-6651

◇◇◇◇虹虹虹虹のののの市市市市 2222000011113333 ～虹色のように、いろんな人、いろんなお店が大集合！

11月17日（日） 9：00～15：00

場所：宗吾霊堂 （成田市宗吾）

出店申込・問合せ：虹の市2013実行委員会 090-6704-9996 （会津）

鴨川合宿２日目に企画された房総半島最南端での海岸視察。

県内各地が抱える問題について見識を深めるツアーとなった。

案内役は、サーファーの視点から海岸問題に取り組んできた

鴨川市の上田真寿夫さん（サーフライダーファウンデーション・

ジャパン初代事務局長）。

「千葉県は日本の海岸問題の縮図のようなところ」と上田さん

は言う。海岸政策は日本の公共事業の中ではウェイトが低いの

で利害の対立が顕著にならないが、世界的に見れば突出した予

算がついており、不必要な公共事業が行われている。

「波しか見ず、海岸を見る人は少ない」との上田さんの言葉は

印象的だった。「どうしてそこに砂があるのか？なぜ、こんな建造

物があるのか。人びとに知られていない」「海にぐるっと囲まれた

日本だからこそ、海とどうつき合うかは憲法に加えたいくらいです」

とのこと。一つの護岸工事が他の海岸・砂浜に悪影響を与え、

その補正のために新たな

公共事業を招くという悪

循環が生まれてしまって

いる。海そのものが一つ

の生き物のようであって、

海岸には基本的に手を加

えないほうが良いというこ

となのだろう。復興事業と

関連づけられている防波

壁の建設についても、「皆さんの周りに『造られた』海岸の延長

線上に、東北の事業があるのです」と言い、税金を投入して際

限なく続けられる公共事業の問題を訴えた。

また海岸はそれぞれの特性をもっていて、浸食の問題にしても

解決策がそれぞれ異なる。だから海岸の保全のための、どこでも

通用する技術的な処方箋は存在しない。一方、今回の視察に

よって、地域の市民が話合って合意形成をしていくプロセスが

いかに重要であるかを改めて認識させられた。

（原文：長谷川 平和

まとめ：磯野 よう子）
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グリーンズ千葉は「緑の党 グリーンズジャパン」との連携組織です。
ともに、グローバル・グリーンズ憲章の6つの理念
１．エコロジカルな知恵 ２．社会的公正・正義 ３．参加⺠主主義
４．非暴⼒・平和 ５．持続可能性 ６．多様性の尊重 に基づき、
「緑の社会ビジョン」実現をめざします。

271-0092 松⼾市松⼾1879-24 ほくとビル5F
Tel/Fax 047-360-6064
HP http://greens-party-chiba.jimdo.com/

年会費：会員/3,000円 サポーター/1,000円 （郵便口座 00120-1-687008）
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国民は国家の主権者であると憲法は規定する。主権者と

は国家の主人公であるはずだ。

だが現実に、国民が主権者であるのは、数年に一度の選

挙の投票日のみ。他の日々は議員に自分の意思を託す。

託した議員の行動は良く見えない。国会内の権力をめぐる

暗闘を見せつけられた人々は “政治って汚い！ダサイ！”と

しらけてしまう。自分の意思を誰かに託す間接民主主義自

体が相当、金属疲労を起こしているようだ。

人間は自分自身が物事の当事者になったとき、初めて自

分自身の実存を実感できる。企業の歯車として意味もわか

らない仕事をやらされている時、人は「当事者であること」を

実感できない。自分の意思は凍りつき、萎縮している。内面

のマグマは封じ込められている。

７月参議院選挙での三宅洋平の登場は、人びとの封じ

込められた内面のマグマを噴出させた。一切の建前をぶっ

飛ばした。魂を解放された人達は熱狂した。だが三宅洋平

は言った。“ 次はあなた自身が当事者になり、行動する

番なのだ”と。カリスマへの熱狂はカリスマへの依存である

ことを、彼は見抜いていた。“皆がメディアになるのだ”、

“政治をマツリゴトにするのは、あなた自身なのだ”と。

国政への投票行為は代議制民主主義であり、それは

間接民主主義の一つの形だ。間接民主主義が真に意味

を持ちうるのは、無数の直接民主主義がダイナミックに

社会でうごめき、社会を動かしている場合だと思う。

三宅洋平は緑の党総会で、“2013年末までにでっかい

デモをぶちかます”と宣言した。そうなのだ、彼は間接

民主主義の限界を選挙の過程で早くも身にしみて感じて

しまっているようだ。デモは直接民主主義の一形態であり、

人間の内面のマグマの発露なのだ。次のステージでは

ユニークででっかい群集のpowerであるデモを盛り上げよう。

（田中 正治）
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の

間

で

は

「

こ

の

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

の

一

員

に

な

る

こ

と

」

が

条

件

だ

っ

た

の

で

す

が

、

そ

れ

は

僕

も

望

む

と

こ

ろ

で

し

た

。

村

人

が

千

年

か

け

て

山

を

拓

き

素

手

で

開

墾

し

て

き

た

小

さ

な

水

田

で

は

、

長

老

た

ち

が

今

も

米

を

作

っ

て

い

ま

す

。

棚

田

で

は

天

水

が

な

け

れ

ば

お

米

が

で

き

な

い

の

で

、

古

く

か

ら

毎

年

行

わ

れ

て

い

る

神

楽

で

は

雨

乞

い

の

ダ

ン

ス

を

踊

る

ん

で

す

。

こ

れ

ま

で

一

切

、

ダ

ム

も

貯

水

池

も

造

る

こ

と

な

く

棚

田

は

耕

作

さ

れ

て

き

ま

し

た

。

だ

か

ら

こ

そ

、

水

田

に

、

村

人

の

魂

が

全

部

入

っ

て

い

ま

す

。

ここここ

ここここ

にににに

いいいい

るるるる

とととと

、、、、

死死死死

なななな

なななな

いいいい

家

の

手

入

れ

と

子

育

て

に

追

わ

れ

て

い

た

当

初

、

助

け

合

え

る

仲

間

が

ほ

し

い

と

切

に

感

じ

た

こ

と

が

き

っ

か

け

で

し

た

。

グ

ロ

ー

バ

リ

ゼ

ー

シ

ョ

ン

の

歪

み

を

改

め

て

見

せ

つ

け

ら

れ

た

９

・

11

も

引

き

金

と

な

り

、

翌

２

０

０

２

年

に

有

志

10

人

で

始

め

た

ん

で

す

ね

。

お

ま

ま

ご

と

の

よ

う

な

小

さ

な

輪

が

若

い

お

母

さ

ん

た

ち

を

中

心

に

口

コ

ミ

で

広

が

っ

て

行

っ

て

、

11

年

経

っ

た

今

で

は

３

０

０

名

ほ

ど

の

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

に

成

長

し

ま

し

た

。

そ

の

仲

間

と

去

年

か

ら

始

め

た

「

鴨

川

地

球

生

活

楽

校

」

に

東

京

か

ら

通

っ

て

き

て

い

た

Ｙ

ち

ゃ

ん

が

「

鴨

川

に

住

み

た

い

！

」

と

言

っ

た

と

た

ん

、

シ

ェ

ア

ハ

ウ

ス

を

持

っ

て

い

る

安

房

マ

ネ

ー

の

仲

間

の

１

人

に

声

を

か

け

て

す

ぐ

話

が

ま

と

ま

り

、

仕

事

を

辞

め

て

今

年

の

春

こ

こ

に

来

た

ん

で

す

ね

。

安

房

マ

ネ

ー

の

Ｍ

Ｌ

で

、

新

し

い

仕

事

も

す

ぐ

見

つ

か

っ

た

。

み

な

小

さ

な

自

給

を

し

て

い

る

の

で

、

こ

こ

に

い

る

と

死

な

な

い

と

い

う

安

心

感

が

あ

り

ま

す

。

安

房

マ

ネ

ー

の

仲

間

で

組

織

し

た

便

利

屋

さ

ん

グ

ル

ー

プ

「

里

山

生

活

お

助

け

隊

」

で

は

、

み

ん

な

が

一

人

親

方

。

草

刈

り

や

家

の

修

繕

、

買

い

物

な

ど

の

仕

事

を

依

頼

さ

れ

、

仕

事

を

終

え

た

ら

報

酬

を

も

ら

っ

て

事

務

局

に

報

告

す

る

。

そ

ん

な

や

り

取

り

の

中

で

村

の

人

と

仲

良

く

な

り

、

空

き

家

や

農

地

を

紹

介

し

て

も

ら

え

る

よ

う

に

な

り

ま

す

。

ま

た

、

世

田

谷

で

レ

コ

ー

ド

シ

ョ

ッ

プ

を

経

営

し

て

い

た

友

人

は

30

代

で

こ

こ

に

移

っ

て

農

的

な

暮

ら

し

を

始

め

、

き

っ

と

現

金

収

入

は

３

分

の

１

く

ら

い

に

減

っ

た

の

で

し

ょ

う

け

ど

、

と

て

も

幸

せ

そ

う

に

暮

ら

し

て

い

ま

す

。

そ

ん

な

移

住

者

た

ち

は

、

み

ん

な

が

生

活

の

中

に

「

小

さ

な

農

」

を

持

っ

て

い

る

の

で

す

。

親

か

ら

継

い

だ

広

大

な

農

地

を

、

農

機

具

の

た

め

の

借

金

を

抱

え

な

が

ら

化

学

肥

料

と

農

薬

を

使

い

、

自

分

だ

け

で

な

ん

と

か

守

っ

て

い

る

長

老

の

１

人

か

ら

は

、

「

小

さ

な

農

」

を

し

て

い

る

僕

ら

の

こ

と

を

「

最

高

の

贅

沢

だ

ね

」

と

言

っ

て

い

ま

す

。

未未未未

来来来来

にににに

つつつつ

なななな

ぐぐぐぐ

、、、、

里里里里

山山山山

暮暮暮暮

らららら

しししし

のののの

知知知知

恵恵恵恵

とととと

文文文文

化化化化

電

気

や

石

油

の

な

い

暮

ら

し

を

知

っ

て

い

る

長

老

た

ち

の

手

仕

事

や

里

山

文

化

は

、

今

引

き

継

が

な

い

と

消

え

て

し

ま

い

ま

す

。

こ

の

エ

ッ

セ

ン

ス

を

現

代

の

文

化

と

融

合

さ

せ

て

い

き

た

い

と

、

炭

焼

き

窯

や

わ

ら

じ

作

り

等

、

里

山

暮

ら

し

の

知

恵

を

教

わ

っ

て

い

ま

す

。

人

類

史

の

中

で

今

、

僕

ら

の

世

代

は

ど

れ

だ

け

身

も

心

も

貨

幣

経

済

に

染

ま

っ

て

感

性

を

鈍

化

さ

せ

て

い

る

で

し

ょ

う

か

。

精

神

性

も

、

指

先

で

の

手

仕

事

も

。

こ

の

集

落

で

は

、

戦

前

ま

で

は

25

世

帯

が

完

全

に

エ

ネ

ル

ギ

ー

と

食

糧

を

自

給

し

た

循

環

型

社

会

を

営

ん

で

い

ま

し

た

。

里

山

は

伐

採

し

て

炭

に

す

れ

ば

、

20

年

後

に

は

再

び

林

に

戻

り

ま

す

。

日

本

中

が

騒

然

と

な

っ

た

３

・

11

の

次

の

日

か

ら

、

長

老

た

ち

は

「

こ

ん

な

と

き

だ

か

ら

こ

そ

、

食

べ

物

を

作

る

ぞ

」

「

こ

の

手

と

農

地

、

里

山

が

あ

れ

ば

生

き

て

い

け

る

」

と

言

っ

て

田

畑

に

出

ま

し

た

。

そ

ん

な

た

く

ま

し

い

長

老

た

ち

と

僕

は

、

棚

田

や

大

豆

畑

の

オ

ー

ナ

ー

制

度

な

ど

、

盛

ん

に

都

市

農

村

交

流

も

行

っ

て

い

ま

す

。

持

続

可

能

な

暮

ら

し

や

長

老

の

知

恵

を

学

ぶ

「

鴨

川

地

球

生

活

楽

校

」

で

は

、

お

米

作

り

、

手

仕

事

、

糸

紡

ぎ

、

発

酵

、

自

然

治

癒

力

、

未

来

ビ

ジ

ョ

ン

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

と

、

懐

か

し

く

て

新

し

い

ラ

イ

フ

ス

タ

イ

ル

を

ホ

リ

ス

テ

ィ

ッ

ク

に

学

べ

ま

す

。

ま

た

里

山

の

古

道

を

整

備

し

、

休

耕

田

を

開

墾

し

て

お

米

を

作

り

、

藁

で

編

ん

だ

わ

ら

じ

で

古

道

を

マ

ラ

ソ

ン

す

る

「

里

山

わ

ら

じ

ラ

ン

ラ

ン

・

ウ

ォ

ー

ク

」

。

様

々

な

都

市

農

村

交

流

か

ら

、

村

の

人

と

移

住

者

、

都

市

住

民

が

自

然

と

つ

な

が

り

、

村

を

活

性

化

し

て

い

く

。

地

縁

・

血

縁

を

超

え

た

「

ふ

る

さ

と

」

を

感

じ

て

、

移

っ

て

く

る

人

た

ち

は

ど

ん

ど

ん

増

え

て

い

ま

す

。

笑笑笑笑

顔顔顔顔

とととと

平平平平

和和和和

はははは

、、、、

国国国国

籍籍籍籍

をををを

超超超超

ええええ

てててて

表

参

道

で

家

賃

35

万

円

の

家

に

住

み

、

Ｉ

Ｔ

ベ

ン

チ

ャ

ー

に

勤

め

て

い

た

ア

メ

リ

カ

人

の

友

人

は

、

や

は

り

９

・

11

で

大

き

な

疑

問

を

感

じ

て

こ

こ

へ

移

住

し

、

今

で

は

長

老

た

ち

と

一

緒

に

田

ん

ぼ

を

し

て

い

ま

す

。

長

老

た

ち

は

「

か

つ

て

殺

し

合

い

を

し

た

国

の

人

間

と

米

作

り

を

や

る

な

ん

て

、

思

っ

て

も

み

な

か

っ

た

」

と

。

今

、

田

ん

ぼ

は

平

和

を

育

む

場

で

も

あ

る

ん

で

す

。

ま

た

、

ブ

ラ

ジ

ル

人

の

友

人

は

、

み

る

み

る

棚

田

を

復

田

し

て

い

ま

す

。

こ

こ

で

は

毎

週

、

い

ろ

ん

な

人

た

ち

が

代

わ

る

代

わ

る

来

て

笑

顔

が

絶

え

ま

せ

ん

。

３

・

11

の

と

き

に

は

す

ぐ

市

長

に

直

談

判

し

て

廃

校

を

借

り

、

関

東

中

か

ら

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

や

物

資

を

集

め

て

避

難

所

を

作

り

ま

し

た

。

「

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

カ

フ

ェ

ａ

ｗ

ａ

ｎ

ｏ

ｖ

ａ

」

で

は

、

半

農

半

Ｘ

の

移

住

者

た

ち

が

そ

れ

ぞ

れ

の

「

Ｘ

」

を

持

ち

寄

り

ま

す

。

手

作

り

の

お

菓

子

や

洋

服

、

音

楽

、

天

然

酵

母

パ

ン

、

農

産

物

、

音

楽

…

。

こ

こ

か

ら

い

ろ

ん

な

仕

事

や

サ

ー

ク

ル

が

始

ま

る

。

服

の

「

く

る

く

る

市

」

も

人

気

で

す

。

カ

フ

ェ

の

テ

ン

ト

は

、

地

元

の

竹

製

。

僕

は

、

未

来

と

は

土

っ

ぽ

い

世

界

に

な

る

と

思

っ

て

い

ま

す

。

そ

の

一

方

で

「

里

山

フ

ァ

ク

ト

リ

ー

」

で

は

、

ア

メ

リ

カ

人

の

エ

ン

ジ

ニ

ア

た

ち

が

持

続

可

能

な

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

に

つ

い

て

研

究

し

て

い

ま

す

。

「

な

つ

か

し

い

未

来

」

は

牧

歌

的

で

あ

り

、

先

進

的

で

も

あ

る

ん

で

す

ね

。

スススス

モモモモ

ーーーー

ルルルル

・・・・

ビビビビ

レレレレ

ッッッッ

ジジジジ

でででで

「「「「

住住住住

むむむむ

」」」」

「「「「

働働働働

くくくく

」」」」

のののの

安安安安

心心心心

をををを

Ｔ

Ｐ

Ｐ

が

入

れ

ば

、

食

糧

自

給

率

は

10

～

20

％

に

落

ち

る

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

日

本

の

集

落

６

万

の

う

ち

、

１

万

が

限

界

集

落

。

戦

後

、

自

民

党

の

農

政

に

振

り

回

さ

れ

な

が

ら

も

歯

を

食

い

し

ば

っ

て

生

き

て

き

た

長

老

た

ち

は

「

Ｔ

Ｐ

Ｐ

が

来

よ

う

と

も

、

こ

の

村

で

乗

り

切

っ

て

や

る

」

と

言

い

ま

す

が

、

こ

の

ま

ま

で

は

10

～

20

年

も

す

れ

ば

過

疎

の

村

は

荒

れ

果

て

て

い

っ

て

し

ま

う

で

し

ょ

う

。

そ

こ

で

、

家

と

仕

事

を

同

時

に

作

れ

る

「

ス

モ

ー

ル

・

ビ

レ

ッ

ジ

」

構

想

を

温

め

て

い

ま

す

。

「

農

地

つ

き

ス

モ

ー

ル

ハ

ウ

ス

」

と

「

生

業

の

自

給

」

に

よ

っ

て

移

住

の

ハ

ー

ド

ル

を

下

げ

て

い

き

た

い

。

小

さ

な

家

で

、

目

の

前

に

棚

田

が

あ

っ

て

太

陽

光

発

電

を

し

、

コ

ン

ポ

ス

ト

が

あ

っ

て

排

水

も

循

環

さ

せ

て

。

地

域

で

参

加

型

の

仕

事

づ

く

り

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

を

行

い

、

定

住

の

拠

点

に

し

て

も

ら

う

。

30

年

使

っ

て

い

な

い

棚

田

と

み

か

ん

畑

、

雑

木

林

と

里

山

を

お

借

り

で

き

た

の

で

、

開

墾

か

ら

始

め

る

つ

も

り

で

す

。

市

民

農

園

や

農

産

物

の

加

工

・

直

売

所

、

レ

ス

ト

ラ

ン

、

ウ

ェ

ブ

販

売

…

６

次

産

業

化

し

て

、

オ

リ

ジ

ナ

ル

の

ブ

ラ

ン

ド

に

。

ア

ー

ト

や

環

境

教

育

の

場

に

も

し

た

い

。

知

恵

を

絞

り

、

里

山

と

い

う

空

間

を

い

ろ

ん

な

人

や

モ

ノ

が

有

機

的

に

つ

な

が

る

創

造

の

場

に

し

て

い

け

ば

、

Ｔ

Ｐ

Ｐ

と

関

係

な

い

と

こ

ろ

で

連

帯

経

済

が

生

ま

れ

て

い

く

で

し

ょ

う

。

ま

ず

僕

の

自

宅

の

古

民

家

で

農

家

民

宿

を

始

め

て

、

情

報

発

信

を

し

て

い

こ

う

と

思

い

ま

す

。

共

同

の

工

房

や

納

屋

な

ど

シ

ェ

ア

で

き

る

も

の

は

共

有

し

な

が

ら

、

荒

れ

た

水

田

を

元

に

戻

し

た

り

果

樹

を

植

え

た

り

と

、

里

山

を

「

フ

ー

ド

・

フ

ォ

レ

ス

ト

」

に

し

て

い

き

た

い

。

そ

し

て

、

新

し

い

価

値

に

基

づ

い

た

「

豊

か

な

暮

ら

し

」

、

こ

れ

を

一

つ

の

モ

デ

ル

と

す

れ

ば

他

の

集

落

で

も

同

じ

こ

と

が

で

き

る

。

だ

か

ら

限

界

集

落

と

は

、

市

民

の

創

意

工

夫

と

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

で

大

き

く

生

ま

れ

変

わ

る

可

能

性

を

秘

め

た

場

所

な

ん

で

す

。

（

ま

と

め

真

木

彩

子

）

「緑の党」の比例候補者たち
（7/3 ＮＨＫでの政⾒放送収録を終えて「ほっ」）

選挙ってなんだ― 今夏の参議院選挙に思う ―

――――

「「「「

鴨鴨鴨鴨

川川川川

地地地地

球球球球

生生生生

活活活活

楽楽楽楽

校校校校

」」」」

主主主主

宰宰宰宰

林林林林

良良良良

樹樹樹樹

ささささ

んんんん

をををを

訪訪訪訪

ねねねね

てててて

――――

「安房マネー」の通帳

「鴨川地球生活楽校」での田植え風景


